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１．はじめに

本稿の目的は，公表資料１）にもとづき，国内

のコワーキングスペースの実態を明らかにする

ことにある。具体的には，国内の施設の全数に

近いと考えられる５０４スペース（２０１４年９月

の調査時点で閉鎖済みのスペースも含む）の

データを利用し，スペースの稼働期間に焦点を

当てる。

ここで，コワーキングとは，「働く個人があ

る場に集い，コミュニケーションを通じて情報

や知恵を共有し，状況に応じて協同しながら価

値を創出していく働き方」を意味する（宇田，

２０１３）。また，コワーキングスペースとは，コ

ワーキングを実践する個人が物理的に共有する

ワークスペースを指す。

このような働き方や仕事場は，特定の企業内

での労働や企業オフィスと比して，ワークスタ

イルの柔軟性や交流するメンバーの多様性，場

の開放性の高さなどが期待されることから注目

されている。実際，近年，欧米を中心に各国で

コワーキングスペースが次々に開設され，その

数 は 今 や 世 界 で 約７，８００（２０１５年１１月 時

点）２），国内で４００以上（２０１４年９月時点）に

のぼる。しかしながら，コワーキングという働

き方やコワーキングスペースという仕事場に関

する現状把握を試みた研究は国内外で着実に増

加しつつあるものの，依然として十分ではない

と思われる。

とりわけ，コワーキングという現象が勃興す

るなか，ある地域におけるスペースの開設や閉

鎖，稼働期間について包括的に明らかにした研

究はほとんど見当たらない３）。

そこで，本稿では，関連する領域の研究者は

もちろん，スペースの運営責任者や業界に参入

を試みる者の実践に資するように，公表資料か

ら得られたデータにもとづき，国内のコワーキ

ングスペースの稼動をめぐる実態を記述してい

く。

２．データ

本稿の調査対象は以下の手順にしたがって抽

出されている。まず，フェイスブックのコワー

１）われわれが，２０１４年に実施した国内のコワーキ
ングスペースの実態に関する質問票調査と並行
して収集・整理された資料である。詳細につい
ては，２節および３節を参照。

２）deskmagのWebページ（http://www.deskm
ag.com/en/first-results-of-the-new-global-
coworking-survey-2015-16）を参照。deskmag

は，コワーキングに関するオンライン・マガジ
ンであり，コワーキングに関する大規模な年次
調査である Global Coworking Surveyを実施
している。

３）数少ない例外として，たとえば埴淵（２０１４）
が，国内のコワーキングスペースの開設年次や
増減についていち早く言及しており，注目に値
する。しかしながら，埴淵の分析は，後述する
コワーキング JPのデータのみに依拠しており，
国内の全てのスペースを網羅しているとはいい
がたい。また，スペースの開設年次や増減につ
いて，東京や愛知といった地域や都道府県単位
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キング JPのグループ・ページにおいて公開さ

れているデータ・セットを利用した４）。具体的

には，調査準備を開始した２０１４年６月時点に

おいて，最新であった２０１４年１月２８日付の

ファイルを利用している。また，コワーキング

スペースの開設数が増加傾向にあることを踏ま

え，他のサイトも活用し，データ・セットの更

新を行った５）。これらの作業の結果，国内のス

ペースのほぼ全数に近い（調査時点で閉鎖済み

のスペースも含む）と考えられる５０４を対象と

することとした６）。

３．方法

本稿では，対象となった５０４スペースに関し

て，開設時期を特定できた稼働中のスペース，

開設・閉鎖時期を特定できた閉鎖済みスペース

について，稼働期間を求めた。その結果，対象

が４３９に絞られた。稼働中のスペースについて

は，調査終了日である２０１４年９月３日までの

稼働期間を求めた７）。なお，開設・閉鎖時期が

月単位でしか特定できないスペースは，各月の

初日（１日）に開設・閉鎖したと想定した。ま

た，開設・閉鎖時期が，月末と記載されている

場合には，各月の最終日に開設・閉鎖したと想

定した。

４．分析結果

本稿では，スペースの稼働とドロップイン

サービスの２軸を用いて，４通りの結果を提示

する。すなわち，確認できた全スペース（以

下，全スペースと表記）（N＝４３９），全スペー

ス・稼働中（N＝３８４），全スペース・ドロップ

インあり（N＝３３６），全スペース・ドロップイ

ンあり・稼働中（N＝２９６），の４通りである。

４．１ 全スペース（４３９スペース）

稼動期間について分析対象としたのは４３９ス

ペースである。表１に稼働期間を示す。最長は

２８５ヶ月（２３年９ヶ月），最短は０ヶ月であ

る。平均は２２．５６ヶ月（１年１０ヶ月）である。

このうち，日本国内で，コワーキングスペー

スと銘打った施設が開設されたのが，２０１０年５

月１５日８）であること，および，フリーランスの

エンジニアであったブラッド・ニューバーグ

（Brad Neuberg）が，世界最初のコワーキン

グスペースとされるスパイラル・ミューズ

（Spiral Muse）９）をサンフランシスコに開設し

たのが２００５年８月９日であることを考慮に入

れ，分析対象をさらに絞り込むこととした１０）。

まず，２００５年８月９日よりも前に開設して

いたスペースを除く，４３２スペース（９８．４％）

での整理にとどまっており，個別スペースの
データにもとづく詳細な記述統計の提示には
至っていない。

４）コワーキング JP(https://www.facebook.com/
groups/cowjp/)。

５）コワーキングスペース JP(http://coworking-
space.jp/)やコワーキング．COM(http://co-
work-ing.com/)などを参考にしている。

６）宇田・阿部（２０１５）や阿部・宇田（２０１５）など
では，対象とするスペースを３６５スペースとし
ていた。われわれが２０１４年７月から９月に実施
した質問票調査よりも前に閉鎖されたスペー
ス，調査期間中に開設されたスペースなどは，
分析の際の母数としてカウントはしてこなかっ
た。本稿では，それらのスペースも分析対象に
含 む こ と と す る。そ の た め，宇 田・阿 部
（２０１５）など，われわれの一連の論文と分析対
象スペース数は一致しない。

７）調査については，阿部・宇田（２０１５;２０１６），宇

田・阿部（２０１５）を参照。
８）具体的には神戸に開設されたカフーツとされて
いる。『Coworking Magazine』Vol．１の６頁
を参照。

９）deskmagを 参 照(http://www.tiki-toki.com/
timeline / entry / 156192 / The-History-Of-
Coworking-Presented-By-Deskmag / # vars !
panel＝1505040!）。

１０）ただし，既存の施設にコワーキングスペースを
増設した場合の開設時期は特定できないという
問題が残っている。

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

稼働期間（月） ４３９ ０ ２８５ ２２．５６ ２２．９２２

稼働期間（日） ４３９ ２８ ８６７７ ６９７．８７ ６９５．９７２

表１ 稼働期間
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を対象とする。最長は７４ヶ月（６年２ヶ月），

最短は０ヶ月である。稼働期間の平均は２０．３６ヶ

月（１年８ヶ月）である。表２に記述統計を，

図１に分布を示す。

２０１０年５月１５日より前に開設していたス

ペースを除く，４１９スペース（９５．４％）の稼働

期間の最長は５１ヶ月（４年３ヶ月），最短は０ヶ

月である。平均は１９．２１ヶ月（１年７ヶ月）で

ある。

４．２ 全スペース・稼働中（３８４スペース）

４．２．１ 稼働期間

２０１４年９月時点で稼働していたスペースの

うち，開設時期を特定でき，稼動期間を求める

ことができたのは，３８４スペースである。表３

に，稼働期間を示す。最長は２８５ヶ月（２３年９ヶ

月），最短は０ヶ月である。平均は２３．６１ヶ月

（１年１１ヶ月）である。

全体を対象とした分析と同様に，２００５年８

月９日よりも前に開設されたスペースのみを対

象から除外した分析も行った。その対象は３７７

スペース（９８．２％）である。稼働期間の最長は

７４ヶ月（６年２ヶ月），最短は０ヶ月である。

平均は２１．１１ヶ月（１年９ヶ月）である。記述

統計を表４，分布を図２に示す。さらに，２０１０

年５月１５日よりも前に開設していたスペース

を除く，３６６スペース（９５．３％）の稼働期間の

最長は５１ヶ月（４年３ヶ月），最短は０ヶ月で

ある。平均は１９．９２ヶ月（１年７ヶ月）であ

る。

４．２．２ 開設時期と累積スペース数の推移

図３に全スペースのうち開設・閉鎖時期を特

定できた４３２スペースを対象とし１２），開設時期

および閉鎖済みのスペースの閉鎖時期を示す。

２０１０年から２０１１年１０月までは，ほぼ毎月，１

から５スペースが新規に開設されている。その

後，２０１２年４月をピークに月に１０以上のス

１１）表における（月，S）と（日，S）はスパイラル
ミューズ以降（２００５年８月９日以降）に開設さ
れたスペースの月単位と日単位の稼働期間を指
し，（月，C）と（日，C）はカフーツ以降（２０１０
年５月１５日以降）に開設されたスペースの月単
位と日単位の稼働期間を指している。なお，表
４，６，８においても同様の表記を用いている。 １２）ここでは，スパイラルミューズの開設以降に開

設されたスペースのみを分析対象としている。

図１ 稼働期間

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

稼働期間（月，Ｓ） ４３２ ０ ７４ ２０．３６ １３．４０９

稼働期間（日，Ｓ） ４３２ ２８ ２２５５ ６３１．１８ ４０６．３２６

稼働期間（月，Ｃ） ４１９ ０ ５１ １９．２１ １１．７２７

稼働期間（日，Ｃ） ４１９ ２８ １５７２ ５９６．２６ ３５５．１５９

表２ 稼働期間１１）

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

稼働期間（月） ３８４ ０ ２８５ ２３．６１ ２４．０６５

稼働期間（日） ３８４ ３０ ８６７７ ７２８．９１ ７３０．９８０

表３ 稼働期間

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

稼働期間（月，Ｓ） ３７７ ０ ７４ ２１．１１ １３．７２９

稼働期間（日，Ｓ） ３７７ ３０ ２２５５ ６５３．０６ ４１６．３７０

稼働期間（月，Ｃ） ３６６ ０ ５１ １９．９２ １１．９６２

稼働期間（日，Ｃ） ３６６ ３０ １５７２ ６１６．８６ ３６２．７６４

表４ 稼働期間

図２ 稼働期間
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開設 継続 

ペースが開設されている状態が続いている。一

方で，２０１２年１０月以降，複数のスペースが閉

鎖に至っている。１ヶ月当たりの平均開設数

は，２０１０年 が１．８３，２０１１年 が５．１７，２０１２年

が１２．０８，２０１３年が１０．５８，２０１４年（８月まで）

が８．８８となっている。一方で，２０１２年１０月

図３ 開設・閉鎖時期

図４ 累積スペース数
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以降は，ほぼ毎月１つ以上のスペースが閉鎖に

至っている。１ヶ月当たりの平均閉鎖数は，２０１０

年から２０１１年が０，２０１２年が０．７５，２０１３年

が２．３３，２０１４年（８月まで）が２．２５である。

ある時点で稼働しているスペースの累計数を

把握するために，図４に，当月に新規開設され

たスペースと，前月から継続して存在している

スペースを積み上げ棒グラフで示す１３）。

４．３ 全スペース・ドロップインあり（３３６ス

ペース）

以下では，４．１で注目した全スペース（４３９

スペース）のうち，ドロップイン（一時利用）

が可能である３３６スペースに対象を限定する。

その理由は，概念的に，場の開放性とメンバー

の多様性が期待されるスペースこそが，コワー

キングの性質を最も体現していると考えられる

からである（宇田，２０１３）。

表５に，稼働期間を示す。最長は１８３ヶ月

（１５年３ヶ月），最短は０ヶ月である。平均は

１９．３９ヶ月（１年７ヶ月）である。

ここでも全てのスペースを対象とした場合と

同様の手続きで，分析対象をさらに絞り込むこ

ととした。まず，２００５年８月９日よりも前に

開設していたスペースを除く，３３５スペース

（９９．７％）を対象とした分析を行う。稼働期間

の最長は７１ヶ月（５年１１ヶ月），最短は０ヶ

月である。平均は１８．９０ヶ月（１年６ヶ月）で

ある。記述統計を表６，分布を図５に示す。

さらに，２０１０年５月１５日よりも前に開設し

ていたスペースを除く，３３３スペース（９９．１

％）の稼働期間の最長は５１ヶ月（４年３ヶ

月），最短は０ヶ月である。平均は１８．６８ヶ月

（１年６ヶ月）である。

４．４ 全スペース・ドロップインあり・稼働中

（２９６スペース）

４．４．１ 稼働期間

２０１４年９月時点でドロップインサービスを

提供しており，かつ稼働していたスペースのう

ち，開設時期を特定でき，稼動期間を求めるこ

とができたのは，２９６スペースである。表７

に，稼働期間を示す。最長は１８３ヶ月（１５年３ヶ

月），最短は０ヶ月である。平均は２０．０５ヶ月

（１年８ヶ月）である。

１３）閉鎖済みのスペースも含めると，最短の稼働期
間は２８日である。当該スペースは，開設後同月
内に閉鎖している。このスペースを除けば，最
短の稼働期間は３０日である。当該スペースは，
本稿の分析対象期間においても稼働中のスペー
スである。すなわち，同月内の開設・閉鎖事例
は１つにとどまる。そのため，ある一時点（t１）
で前月（t０）から引き続き稼働しているスペース
数を求める際に，t０時点での稼働中のスペース
数から t１時点で閉鎖されたスペースを差し引く
ことで，実態から大きく乖離する可能性はない
と思われる。

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

稼働期間（月） ３３６ ０ １８３ １９．３９ １５．００１

稼働期間（日） ３３６ ２８ ５５７３ ６０２．１５ ４５４．９０７

表５ 稼働期間

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

稼働期間（月，Ｓ） ３３５ ０ ７１ １８．９０ １２．０５５

稼働期間（日，Ｓ） ３３５ ２８ ２１６１ ５８７．３１ ３６５．１８３

稼働期間（月，Ｃ） ３３３ ０ ５１ １８．６８ １１．６８４

稼働期間（日，Ｃ） ３３３ ２８ １５７２ ５８０．５１ ３５３．８５８

表６ 稼働期間

図５ 稼働期間

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

稼働期間（月） ２９６ ０ １８３ ２０．０５ １５．５５８

稼働期間（日） ２９６ ３０ ５５７３ ６２１．５５ ４７２．０２２

表７ 稼働期間
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これまでの分析と同様に，ここでも２００５年

８月９日よりも前に開設されたスペースのみを

対象から除外した分析を行った。その対象は

２９５スペース（９９．７％）である。稼働期間の最

長は７１ヶ月（５年１１ヶ月），最短は０ヶ月で

ある。平均は１９．５０ヶ月（１年７ヶ月）であ

る。記述統計を表８，分布を図６に示す。

さらに，２０１０年５月１５日よりも前に開設し

ていたスペースを除く，２９４スペース（９９．３％）

の稼働期間の最長は５１ヶ月（４年３ヶ月），最

短は０ヶ月である。平均は１９．３２ヶ月（１年７ヶ

月）である。

４．４．２ 開設時期と累積スペース数の推移

図７にドロップインが可能なスペースのうち

開設・閉鎖時期を特定できた３３５スペースを対

象とし１４），開設時期および閉鎖済みのスペース

の閉鎖時期を示す。２０１０年５月以降，ほぼ毎

月，スペースが開設されている。とくに，２０１１

年１１月以降は，開設数が１０を超える月がかな

り散見される。１ヶ月当たりの平均開設数は，

２０１０年が１．００，２０１１年が３．６７，２０１２年が９．５８，

２０１３年が８．４２，２０１４年（８月まで）が７．７５と

なっている。一方で，２０１２年１０月以降は，ほ

ぼ毎月１つ以上のスペースが閉鎖に至ってい

る。１ヶ月当たりの平均閉鎖数は，２０１０年から

２０１１年が０，２０１２年が０．５８，２０１３年が１．７５，

２０１４年（８月まで）が１．５０である。

ある時点で稼働しているスペースの累計数を

１４）分析対象は注釈１２）と同様。

図７ 開設・閉鎖時期

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差

稼働期間（月，Ｓ） ２９５ ０ ７１ １９．５０ １２．３３９

稼働期間（日，Ｓ） ２９５ ３０ ２１６１ ６０４．７６ ３７４．０１８

稼働期間（月，Ｃ） ２９４ ０ ５１ １９．３２ １１．９８７

稼働期間（日，Ｃ） ２９４ ３０ １５７２ ５９９．４７ ３６３．４１８

表８ 稼働期間

図６ 稼働期間
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把握するために，図８に，当月に新規開設され

たスペースと，前月から継続して存在している

スペースを積み上げ棒グラフで示す１５）。

５．考察

本稿では，われわれが実施した質問票調査の

際に整備されたデータ・セットをもとに，ス

ペースの稼働期間の記述と分析を行ってきた。

ここでは，主要な発見事実を全体とドロップイ

ンに分けて示す。

５．１ 全スペース

全スペースを対象とした場合，稼働期間の平

均は２２．５６ヶ月（１年１０ヶ月）である。また，

稼働中（２０１４年９月３日時点）に限った場

合，稼働期間の平均は２３．６１ヶ月（１年１１ヶ

月）であり，およそ１ヶ月の差がみられる。た

だし，大きな差であるとはいえない。

世界最初とされるコワーキングスペースの開

設以降に分析期間を絞った場合，全スペースの

平均稼働期間は２０．３６ヶ月（１年８ヶ月），稼

働中のスペースの平均稼働期間は２１．１１ヶ月

（１年９ヶ月）である。また，日本最初とされ

るコワーキングスペースの開設以降に絞った場

合，全スペースの平均稼働期間は１９．２１ヶ月

（１年６ヶ月）であり，稼働中の平均は１９．９２ヶ

月（１年７ヶ月）である。

１ヶ月当たりの平均開設数は，２０１２年をピー

クに漸減傾向にある。１ヶ月当たりの平均閉鎖

数は，２０１３年から閉鎖のペースが高まってい

る。

５．２ ドロップインが可能なスペース

ドロップインが可能な全スペースを対象とし

た場合，稼働期間の平均は１９．３９ヶ月（１年７ヶ

月）である。また，稼働中（２０１４年９月３日

時点）に限った場合，稼働期間の平均は２０．０５ヶ

月（１年８ヶ月）であり，全てのスペースを対

象とした場合と同様，およそ１ヶ月の差がみら

れるが大きな差であるとはいえない。

世界最初とされるコワーキングスペースの開
１５）算出方法は注釈１３）と同様。

図８ 累積スペース数
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設以降に分析期間を絞った場合，ドロップイン

が可能な全スペースの平均稼働期間は１８．９０ヶ

月（１年６ヶ月），稼働中のスペースの平均稼

働期間は１９．５０ヶ月（１年７ヶ月）である。ま

た，日本最初とされるコワーキングスペースの

開設以降に絞った場合，全スペースの平均稼働

期間は１８．６８ヶ月（１年６ヶ月）であり，稼働

中のスペースの平均は１９．３２ヶ月（１年７ヶ月）

である。

１ヶ月当たりの平均開設数は，２０１２年をピー

クに漸減傾向にある。具体的には，２０１０年か

ら２０１２年にかけて１ヶ月あたりの開設数は急

激に増加し，その後やや低下傾向にある。

１ヶ月当たりの平均閉鎖数は，２０１３年から閉

鎖のペースが高まっている。すなわち，１ヶ月

あたりの閉鎖数の推移は開設数の推移と約１年

の差を経てピークとなっている点が概ね類似し

ている。こうした傾向は，ドロップインの可否

を問わない全スペースを対象とした場合と概ね

同様である。

６．おわりに

本稿では，公表資料を通じて収集された，国

内の施設のほぼ全数に近いと考えられる５０４ス

ペース（２０１４年９月の調査時点で閉鎖済みの

スペースも含む）のデータにもとづき，スペー

スの稼働期間について分析を行ってきた。

その結果，稼働期間が２年弱，開設数は２０１２

年をピークに漸減傾向にあり，閉鎖数は２０１３

年から高まっていることが明らかにされた。た

だ，スペースの稼働の有無やドロップインサー

ビスの有無にかかわらず，稼働期間や開設・閉

鎖の時期に大きな差異はみられなかった。

これらの理由のひとつは，本稿が分析対象と

したのが２０１４年９月初頭までであり，国内に

おいてコワーキングという現象が萌芽期から浸

透期に相当することであると考えられる。

そのため，今後，本稿における発見事実を理

論的・経験的に検討するとともに，より長い時

間幅でコワーキングスペースの稼働期間や開

設・閉鎖のパターンを明らかにしていくことが

求められる。
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